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第 4 章では、 3 本の色素レーザを用いた 3 段階励起法によってガドリニウム原子の自動電離準位を探索し、また自
動電離準位からのイオン化過程で放出される電子のエネルギーを新たに開発した飛行時間分解型電子分光装置により
高い精度で測定し、生成イオンのエネルギ一分布を決定して、色素レーザ波長の選択により基底準位のガドリニウム

































なるウランイオンの励起準位を提案している o また、この励起準位のイオンを利用すると、衝突エネルギーが 1
eV 以下の低エネルギー領域で電荷交換衝突断面積が基底準位のイオンに比べて1/10以下になると予測しているo
以上のように、本論文は原子法レーザ同位体分離における電荷交換損失低減のため、励起準位にあるイオンを生成
し原子との電荷交換衝突を非共鳴とする新しい方法を提案し、理論解析ならびに実験によりその有効性を実証したも
ので、原子物理学および原子力工学の発展に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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